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報道機関への情報提供（2021/５/31） 県北広域振興局

安定的な雇用の確保等に関する要請活動の実施について

（経営企画部産業振興室）

令和４年３月新規高等学校卒業者を対象としたハローワークによる求人申込書の受付が６月

１日に開始されることから、「新規学卒者の採用枠の確保」等についての管内企業の積極的な取

組を促すため、関係機関と連携し、商工団体及び企業に対する要請活動を行います。

１ 要請の日程

令和３年６月２日（水）

  ９時30分～９時45分  久慈商工会議所（取材対応可）

   10時15分～10時30分 株式会社十文字チキンカンパニー久慈工場（写真撮影のみ可）

10時55分～11時10分 株式会社細谷地（写真撮影のみ可）

※ 取材していただける場合は、９時 30 分から９時 45 分までの時間に要請活動を行う、

「久慈商工会議所」で行っていただきますようお願いします。

  なお、久慈市内の企業２社につきましては、写真撮影のみ可能です。

※ 洋野町、野田村、普代村については各商工会に対して要請活動を実施します。

     

２ 要請者

各市町村長

県北広域振興局長

  久慈公共職業安定所長

岩手県高等学校長協会久慈支会

３ 要請内容

(1) 新規学卒者の採用枠の確保

(2) 安定的な雇用の確保

(3) 多様な人材の雇用の場の確保

(4) 女性の活躍促進に向けた雇用環境の確保

(5) 働き方改革に向けた取組の推進

※ 詳細については、別添実施要領を参照願います。

担当：経営企画部産業振興室長 酒井

電話：0194-53-4981 内線205



安定的な雇用の確保等に関する関係団体への要請活動実施要領 

 

１ 趣旨 

新型コロナウイルス感染症拡大が社会経済活動に様々な影響を及ぼしており、企業を取り巻く経営環境

は大変厳しく、雇用の維持・確保が強く危惧される状況にある。 

また、障がいに関係なく、希望や能力に応じて、誰もが職業を通じた社会参加のできる「共生社会」の

実現を目指し取組を進めている中、本年３月１日から障がい者の法定雇用率が引き上げになったところで

ある。企業における障がい者雇用に係る理解を一層促進し、雇用の場を確保する必要がある。 

こうした状況を踏まえつつ、関係団体において、引き続き、県民一人ひとりが将来にわたって確かな希

望を描くことができる岩手の実現を目指し、雇用の維持・確保及び働きやすく魅力ある職場づくりに御賛

同いただいている立場から、特段の配慮をお願いするものであり、この認識を管内の企業経営者と共有し、

企業側の積極的な取組を促すため、関係機関と連携して、商工団体及び企業に対する要請活動を行うもの

である。 

 

２ 要請内容 

(1)新規学卒者の採用枠の確保 

岩手の未来を担う若者を育成するという認識のもと、早期の求人票の提出及びオンラインを活用するな

ど新規学卒者に対する十分な会社側からの説明機会の確保、適正な採用選考活動を通じて、引き続き新規

学卒者の積極的な採用に努めること。 

(2)安定的な雇用の確保 

新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ地域経済の回復と震災からの復興にとって、雇用の

維持・確保は極めて重要であるという認識のもと、雇用調整助成金等を活用し、安定的な雇用の確保に努

めるとともに、支給要件が緩和されたキャリアアップ助成金を活用するなど、非正規雇用労働者の正社員

転換・待遇改善に努めること。 

(3)多様な人材の雇用の場の確保 

   若者、女性、高年齢者、障がい者等働く意欲のある全ての者が、その能力を生かして希望する仕事に就

き、地域において自立して生活していける社会を実現するという認識のもと、多様な人材の雇用の場の確

保に努めること。また、就職氷河期世代については、令和４年までの国の支援プログラムにより、集中的

に支援を行っているところであり、関係団体においても積極的な取組みに努めること。 

(4)女性の活躍促進に向けた雇用環境の確保 

   女性が仕事を通じた様々な経験や成長、経済的な自立、社会との関わり等を得ることができるようにす

るために、働くことを希望する女性が、その希望に応じた働き方を実現できるような雇用環境の整備に努

めること。 

(5)働き方改革に向けた取組の推進 

  仕事と生活の調和や生産性の向上を推進することは、地域の社会経済の維持、発展にも資するという認 

識のもと、各職場において、在宅勤務などテレワークの導入・実践や時差出勤の奨励を通じて人と人との 

接触を低減する取組を行うとともに、労働者との積極的なコミュニケーションに努めること。また、長時 

間労働の是正や労働法令等に定める休暇制度の周知、休暇の取得促進など、労働環境の改善に向けた積極 

的な取組に努めること。 

 

３ 要請先（計６団体） 

(1) 管内商工団体 

久慈商工会議所、野田村商工会、普代商工会、洋野町商工会 

 

 



(2) 久慈市内の事業所 

ア ㈱十文字チキンカンパニー久慈工場 代表取締役社長 十文字 保雄 

（業種：鶏肉加工、所在地：久慈市小久慈町63-16-１） 

イ ㈱細谷地 代表取締役社長 細谷地 茂陽 

 （業種：エネルギー供給業、所在地：久慈市長内町17-100-10） 

 

４ 日程 

・令和３年６月２日（水）久慈商工会議所（９：30～９：45） 

㈱十文字チキンカンパニー久慈工場（10：15～10：30） 

㈱細谷地（10：55～11：10） 

・  同 ６月８日（火）野田村商工会（13：40～13：55） 

普代商工会（14：25～14：40） 

・  同 ６月16日（水）洋野町商工会（９：55～10：10） 

 

５ 要請者及び訪問者（※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、訪問人数を調整する場合がある。） 

次に掲げる関係機関の長又はその代理者が要請先を訪問し、要請書を手交して要請を行う。 

(1) 管内各市町村 

(2) 県北広域振興局 

(3) 久慈公共職業安定所 

(4) 岩手県高等学校長協会久慈支会 

市町村 岩手県 市町村 久慈公共職業安定所 岩手県高等学校長協会久慈支会 

久慈市 局長 市長 所長 久慈東高等学校長 

洋野町 局長 副町長 所長 種市高等学校長、大野高等学校長 

野田村 局長 副村長 所長 久慈工業高等学校長 

普代村 局長 副村長 所長 久慈工業校長 

６ その他 

 【報道機関取材対応場所】 

 久慈商工会議所 

 日 時：令和３年６月２日（水）９：30～９：45 

 対応者：久慈市長、県北広域振興局長、久慈公共職業安定所長、県立久慈東高等学校長 

【参考（Ｒ２年度）】 

１ 要請日程 

・令和２年６月19日（金）久慈商工会議所（９：30～９：45） 

宮城建設㈱（10：00～10：15）、一沢コンクリート工業㈱（10：35～10：50） 

・  同 ６月25日（木）野田村商工会（９：40～９：55） 

普代商工会（10：20～10：35） 

洋野町商工会（14：05～14：20） 

 ２ 報道機関取材対応場所 

久慈商工会議所 

  日 時：令和２年６月 19日（金）９：30～９：45 

  対応者：久慈市       遠藤 市長 

県北広域振興局長  高橋 局長 

      久慈公共職業安定所 黒澤 所長 

       県立久慈東高等学校  髙橋 校長 


